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ストレスフルな生活出来事が首尾一貫感覚

（Sense of Coherence: SOC）と精神健康に及ぼす影響
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目的　Antonovskyが健康保持能力として提案したSense of Coherence（首尾一貫感覚：SOC）

の理論的特性であるSOCの安定性について検討を行うこと。また，ストレスフルな出来事

が精神健康に及ぼす影響に対するSOCの緩衝作用を縦断的なデータを用いて明らかにする

こと。

方法　東京都某区の選挙人名簿から無作為に抽出した20歳以上69歳未満の男女410人を対象とし

て，1997年と1998年に郵送自記式調査を行い，2回の調査で同一者からの回答が確認できた

有効回答者200人に対して分析を行った。SOCは，Antonovskyが作成したSOCスケール29

項目版を日本語に翻訳したものを用いた。ストレスフルな出来事は，「自分」，「家族」，「仕

事」，「環境」の4領域について生活上ストレスとなる56項目について質問し，ストレスフル

な生活出来事の数（SLE総数）と重みづけしたストレスフルな生活出来事の量（SLE総量）

によって検討した。精神健康は，General Health Questionnaire（GHQ）によって評価した。

年齢，性に加えて，経済状態を制御変数とした多変量解析によって変数間の関連を検討し

た。

成績　98年度の平均SOCスコアは，131.1±23.9点で，97年度と比較して平均3±1.2点の有意な

低下がみられた。SOGと関連のみられたものは，経済状態であり，SOCが高い場合に最終

学歴が高いという傾向もみられた。またSOCは，SLE総数，SLE総量，GHQとも有意な

関連がみられた。97年度SOC得点別にみたSLE総量による98年度SOCの変化は，97年度

SOC低群においてSLE総量が多い場合に98年度SOCの有意な低下がみられ，またSOC

の変化は性別による違いがみられた。97年度SOC高群で精神健康が良いという結果が得ら

れたが，SLEのGHQへの影響に対するSOCの緩衝作用は男性のみでみられ，女性ではみ

られなかった。

結論　SOCが弱い場合にストレスフルな生活出来事による影響を受け，その後のSOCを変化さ

せること，またSOCの働きは性別によっても異なることが示された。SOCがストレスフル

な生活出来事を弱めるという精神健康への緩衝作用は男性のみでみられ，女性ではみられな

かった原因として方法論的な問題があげられ，今後さらに検討する必要性が示唆された。
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